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日
吉
神
社
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一
．
御
由
緒

社

格

県
社

大
正
二
年
七
月
列
格

神
社
庁
長
参
向
神
社
に
指
定

昭
和
二
十
八
年
四
月
一
日
（
金
一
八
号
）

御
鎮
座

大
宮
・
二
宮
・
聖
真
子
・
十
禅
師

弘
仁
八
年
（
西
暦
八
一
七
年
）

客
人
・
八
王
子
・
三
宮

貞
観
二
年
（
西
暦
八
六
〇
年
）

御
由
緒

当
日
吉
神
社
は
、
桓
武
天
皇
に
御
信
任
の
篤
か
っ
た
、
聖
僧
傳
教
大
師
が
、
弘
仁
八
年
（
八
一
七
年
）
東
通
の
途
次
、
当

地
の
大
領
安
八
太
夫
の
招
き
に
よ
り
留
錫
、
僧
庵
に
て
近
江
国
坂
本
（
滋
賀
県
大
津
市
）
の
、
日
吉
大
権
現
を
影
向
さ
れ
、

安
八
太
夫
と
図
っ
て
、
大
比
叡
、
小
比
叡
と
そ
の
御
配
神
の
四
柱
の
神
を
勧
請
し
、
後
四
十
三
年
を
経
て
、
遺
弟
慈
覚
大

師
が
更
に
三
柱
の
神
を
御
追
斎
申
し
上
げ
、
所
謂
山
王
七
社
が
揃
い
ま
し
た
。

そ
の
頃
か
ら
、
当
地
は
、
当
社
の
た
め
に
比
叡
山
延
暦
寺
の
荘
園
と
な
り
、
平
野
庄
と
し
て
永
く
栄
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、

当
日
吉
神
社
も
次
ぎ
次
ぎ
に
中
七
杜
、
下
七
社
等
比
叡
山
坂
本
本
宮
に
な
ら
い
、
こ
の
他
本
来
の
氏
神
様
も
境
内
に
奉
遷

し
て
、
永
正
の
頃
に
は
す
べ
て
五
十
六
社
と
申
し
上
げ
、
本
地
堂
、
楼
門
、
宝
庫
、
仏
塔
、
八
坊
、
十
六
社
家
等
が
あ
り

大
い
に
栄
え
た
の
で
あ
り
ま
す
。

朝
廷
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
比
叡
山
本
宮
と
同
一
に
御
尊
信
あ
ら
せ
ら
れ
、
神
威
益
々
昂
揚
し
、
嘉
保
年
間
に
は
、
源
義

光
の
兄
義
綱
す
ら
当
社
に
不
敬
の
廉
を
も
っ
て
美
濃
守
を
免
ぜ
ら
れ
、
又
藤
原
成
親
の
臣
が
当
社
に
不
敬
を
な
し
た
責
任

を
問
わ
れ
て
、
流
罪
に
処
せ
ら
れ
た
こ
と
は
歴
史
の
示
す
と
こ
ろ
で
あ
り
、
又
元
冠
の
役
に
は
、
二
十
二
社
に
準
じ
て
、

鐘
を
鋳
て
そ
の
拒
止
を
祈
ら
せ
ら
れ
ま
し
た
。
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文
明
五
年
（
一
四
七
三
年
）
に
至
り
、
平
野
庄
は
比
叡
山
領
か
ら
、
斎
藤
妙
椿
の
手
に
移
り
ま
し
た
が
、
妙
椿
は
三
重
培

を
改
築
し
た
り
、
そ
の
他
多
く
が
奉
献
を
致
し
ま
し
て
奉
仕
を
怠
ら
ず
、
神
威
は
益
々
輝
き
ま
し
た
が
、
享
禄
二
年
（
一

五
二
九
年
）
の
揖
斐
川
大
洪
水
の
た
め
平
野
庄
は
東
西
に
分
断
さ
れ
、
そ
の
後
天
正
年
間
に
至
る
四
十
余
年
の
間
に
数
回

に
わ
た
る
大
洪
水
、
暴
風
の
 
に
遭
い
大
被
害
を
受
け
、
不
破
河
内
守
（
狛
犬
奉
献
）」
稲
葉
一
徹
（
三
重
塔
改
築
）
等

の
奉
仕
も
往
時
の
御
盛
運
に
比
へ
て
は
物
の
数
に
も
な
ら
ず
、
御
衰
運
の
一
途
を
辿
り
ま
し
た
。
し
か
し
乍
ら
日
吉
本
宮

の
よ
う
に
兵
火
の
難
を
受
け
る
こ
と
も
な
く
、
豊
臣
秀
吉
の
時
に
は
御
朱
印
を
賜
わ
る
等
の
庇
護
を
受
け
、
徳
川
家
康
は

関
ケ
原
の
役
に
当
社
の
御
霊
験
を
受
け
、
元
和
に
至
り
ま
し
て
遺
命
に
よ
り
三
代
将
軍
家
光
は
、
天
海
僧
正
に
命
じ
て
代

参
せ
し
め
、
御
神
鏡
を
は
じ
め
多
く
の
奉
賽
に
誠
を
捧
げ
、
徳
川
義
直
公
の
尾
張
領
と
し
て
維
新
に
至
る
ま
で
の
二
百
数

十
年
間
奉
仕
に
励
ま
れ
、
御
本
殿
の
改
築
各
社
殿
の
御
修
築
、
燈
明
他
の
寄
進
、
奉
行
の
祭
典
奉
仕
等
尾
張
領
内
の
大
社

と
し
て
名
実
共
に
重
き
を
な
し
、
殊
に
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
年
）
に
は
、
輪
王
寺
宮
様
の
御
綸
旨
に
よ
り
、
坂
本
日
吉

本
宮
の
御
神
躰
の
祖
と
な
ら
せ
ら
れ
、
翌
貞
享
四
年
に
は
氏
子
の
者
も
感
激
し
て
神
輿
七
社
を
御
改
造
申
し
上
げ
祭
典

も
昔
の
盛
儀
に
か
え
り
、
尾
州
公
の
御
尊
信
も
一
層
深
く
延
享
元
年
（
一
七
四
四
年
）
に
至
り
、
二
百
七
十
両
の
大
金
を

献
上
致
し
ま
し
た
。
又
明
治
二
十
二
年
に
は
古
社
寺
保
存
資
金
の
下
賜
を
受
け
、
氏
子
の
熱
誠
に
よ
り
、
大
正
二
年
県
社

に
昇
格
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
当
日
吉
神
社
は
御
霊
験
著
し
く
、
一
般
氏
子
崇
敬
の
誠
心
は
ま
こ
と
に
厚
く
そ
の
後
第
二
次
世
界
大
戦
敗

戦
の
痛
手
に
も
屈
せ
ず
、
昭
和
二
十
三
年
巨
額
の
御
修
繕
費
を
拠
金
し
三
重
塔
の
解
体
修
理
を
完
成
、
そ
の
他
境
内
の
修

築
を
完
了
し
、
戦
時
中
中
断
し
て
い
た
祭
典
を
復
興
し
、
翌
二
十
四
年
に
は
地
方
出
身
の
戦
死
軍
人
の
た
め
本
境
内
に
招

魂
社
を
創
建
し
、
戦
病
死
者
の
霊
を
奉
斎
し
ま
し
た
。
又
昭
和
三
十
三
年
に
は
金
幣
社
と
な
り
ま
し
た
。
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二
．
御
祭
神

山
王
二
十
一
社

上
七
社

大

宮

大
己
貴
神

二

宮

大
山
咋
神

宇
佐
宮
（
聖
真
子
）

湍
津
姫
神

樹
下
宮
（
十
禅
師
）

鴨
玉
依
姫
神

客
人
宮

白
山
姫
神

牛
尾
宮
（
八
王
子
）

大
山
咋
神
荒
神

三

宮

鴨
玉
依
姫
荒
神

中
七
社

大
物
忌
神
社
（
大
行
事
）

大
年
神

牛
御
子

山
末
之
大
主
神
荒
魂

新
物
忌
神
社
（
新
行
事
）

天
知
迦
流
水
姫
神

下
八
王
子

五
男
三
女
神

早
尾

素
盞
鳴
神

王
子

鴨
別
雷
神

聖
女

下
照
姫
宮

下
七
社

小
禅
師

玉
依
彦
神

大
宮

殿

奥
津
彦
神
・
奥
津
姫
神

二
宮

殿

奥
津
彦
神
・
奥
津
姫
神

山
末

鴨
建
角
身
命
・
琴
御
館
宇
志
麿

巌
瀧

市
杵
島
姫
命
・
湍
津
島
姫
命

剣
宮

瓊
々
杵
命

氣
比

仲
哀
天
皇
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そ
の
他
の
主
な
御
祭
神

神
明
社

豊
受
姫
神

多
度
社

天
津
彦
根
命

白
鳥
社

日
本
武
尊

三
．
祭
事

月
日

祭
事

一
月
一
日

歳
旦
祭

一
月
十
五
日

左
義
長

交
通
安
全
祈
願
祭

一
月
下
旬
の
日
曜
日

厄
除
・
長
寿
・
合
格
祈
願
祭

二
月
十
七
日

祈
年
祭

三
月
中
旬

招
魂
社
例
祭

五
月
三
・
四
日

例
大
祭
（
山
王
ま
つ
り
）

六
月
三
十
日

夏
越
の
大
祓

七
月
初
旬

虫
送
り

七
月
十
六
日

早
尾
神
社
例
祭

九
月
二
十
三
日

牛
尾
宮
例
祭

十
一
月
十
五
日

七
五
三

十
一
月
二
十
三
日

新
嘗
祭

十
一
月
下
旬
の
日
曜
日

神
宮
大
麻
・
日
吉
神
符
頒
布
式
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四
．
日
吉
神
社
略
年
表

弘
仁
八
年
（
八
一
七
）

御
鎮
座

大
宮

傳
教
大
師
御
勧
請
（
善
学
院
内
）

二
宮

同

右

聖
真
子
（
宇
佐
宮
）

同

右

十
禅
師
（
樹
下
宮
）

同

右

貞
観
二
年
（
八
六
〇
）

御
鎮
座

客
人

慈
覚
大
師
御
勧
請
（
善
学
院
内
）

八
王
子
（
牛
尾
宮
）

同

右

三
宮

同

右

延
久
三
年
（
一
〇
七
一
）

高
塚
（
現
在
の
上
之
宮
一
番
地
）
に
奉
遷

四
月
申
の
日
に
、
近
江
国
坂
本
の
本
宮
の
吉
例
に
準
じ
て
神
輿
渡
御
が
始
ま
る

建
久
元
年
（
一
一
九
〇
）

源
頼
朝
が
社
領
五
〇
〇
石
と
神
輿
七
基
を
奉
納

文
明
五
年
（
一
四
七
三
）

平
野
庄
が
比
叡
山
領
か
ら
斎
藤
妙
椿
の
領
地
に
移
る

永
正
年
間
（
一
五
〇
四
〜
一
五
二
一
）

斎
藤
伊
豆
守
利
綱
が
三
重
の
塔
を
建
立

こ
の
頃
迄
に
境
内
に
は
五
十
六
社
、
本
地
堂
、
楼
門
、
宝
庫
、
仏
塔
、
八
坊
、

十
六
社
家
等
が
構
築
さ
れ
る

享
禄
二
年
（
一
五
二
九
）

杭
瀬
川
が
大
洪
水
し
て
流
れ
が
変
わ
り
揖
斐
川
と
し
て
現
在
地
を
流
れ
る

元
亀
二
年
（
一
五
七
一
）

織
田
信
長
が
比
叡
山
を
焼
き
討
ち
し
日
吉
大
社
消
失

天
正
五
年
（
一
五
七
七
）

不
破
河
内
守
光
治
が
石
像
狛
犬
一
対
を
寄
進

天
正
十
三
年
（
一
五
八
五
）

稲
葉
伊
予
守
一
鐵
が
三
重
の
塔
を
修
造

元
和
五
年
（
一
六
一
九
）

慈
眼
大
師
（
天
海
大
僧
正
）
が
参
詣

神
戸
村
が
尾
張
藩
領
に
編
入
さ
れ
る

寛
永
三
年
（
一
六
二
六
）

藤
田
民
部
少
輔
が
八
王
子
社
（
牛
尾
宮
）
を
上
葺

寛
永
七
年
（
一
六
三
〇
）

尾
張
藩
主
徳
川
義
直
公
が
大
宮
本
殿
を
再
建
寄
進

藤
田
民
部
少
輔
が
二
宮
・
八
王
子
社
（
牛
尾
宮
）
を
修
復

三
代
将
軍
徳
川
家
光
公
が
神
鏡
を
寄
進
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正
保
二
年
（
一
六
四
五
）

浄
法
坊
転
退
し
社
僧
七
坊
と
な
る

明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）

八
王
子
社
（
牛
尾
宮
）
を
上
葺

延
宝
五
年
（
一
六
七
七
）

尾
張
大
納
言
が
八
王
子
社
（
牛
尾
宮
）
を
修
理
、

御
旅
所
を
再
建
、
聖
眞
子
宮
（
宇
佐
宮
）・
十
禅
師
社
（
樹
下
宮
）
を
修
復

天
和
三
年
（
一
六
八
三
）

拝
殿
上
葺

貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）

山
王
社
古
絵
図
が
描
か
れ
る

貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）

山
王
七
社
の
ご
神
体
を
坂
本
の
本
宮
が
複
写
彫
刻

神
輿
七
基
造
立

大
宮
大
権
現
神
輿

施
主

安
次
・
丈
六
道
・
田
・
東
本
庄

二
宮
大
権
現
神
輿

施
主

田
代
七
郎
兵
衛

聖
真
子
大
権
現
神
輿

施
主

上
新
町
・
下
新
町

十
禅
師
大
権
現
神
輿

施
主

高
橋
惣
太
夫
・
高
橋
惣
五
郎
・
高
橋
惣
治
郎

客
人
大
権
現
神
輿

施
主

本
町
・
横
町
・
馬
場
・
垣
外

八
王
子
大
権
現
神
輿

施
主

新
井
松
兵
衛

三
宮
大
権
現
神
輿

施
主

伊
田
・
三
津
屋
・
福
井

「
日
吉
山
王
権
現
御
祭
之
次
第
」
を
制
定

例
大
祭
日
を
四
月
申
の
日
と
す
る

元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）

尾
張
大
納
言
が
八
王
子
社
（
牛
尾
宮
）
を
修
理

元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）

三
重
の
塔
・
神
輿
殿
・
御
供
所
を
修
復

宝
永
三
年
（
一
七
〇
六
）

十
輪
院
転
退
し
社
僧
六
坊
と
な
る

宝
永
五
年
（
一
七
〇
八
）

大
宮
・
客
人
宮
・
八
王
子
社
（
牛
尾
宮
）・
天
王
社
・
拝
殿
を
建
て
直
す

三
重
の
塔
を
葺
き
直
し

享
保
年
間
（
一
七
一
六
〜
一
七
三
六
）

山
王
川
を
庄
九
郎
川
に
改
称

享
保
九
〜
十
六
年
（
一
七
二
四
〜
一
七
三
一
）

大
宮
を
修
復
、
以
後
享
保
十
六
年
迄
に
二
宮
・
聖
真
子
社
（
宇
佐
宮
）・

客
人
宮
・
大
行
事
宮
・
牛
御
子
社
・
劔
宮
・
神
明
社
・
天
王
社
・
白
鳥
社
・

他
土
宮
・
三
重
の
塔
を
修
復

享
保
十
年
（
一
七
二
五
）

拝
殿
を
改
造

享
保
十
一
年
（
一
七
二
六
）

十
禅
師
社
（
樹
下
宮
）
を
改
造
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延
享
二
年
（
一
七
四
五
）

八
王
子
社
（
牛
尾
宮
）
を
上
葺
修
復

延
享
三
年
（
一
七
四
六
）

二
宮
・
十
禅
師
社
（
樹
下
宮
）・
客
人
宮
を
上
葺
修
復

三
宮
・
惣
門
を
造
立

延
享
四
年
（
一
七
四
七
）

聖
真
子
社
（
宇
佐
宮
）
を
新
造

寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）

大
宮
を
上
葺
修
復

宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）

十
禅
師
社
（
樹
下
宮
）
を
上
葺
修
復

宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）

二
宮
を
上
葺
修
復

宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）

神
輿
庫
を
造
立

宝
暦
十
年
（
一
七
六
〇
）

客
人
宮
を
造
立

宝
暦
十
一
年
（
一
七
六
一
）

尾
張
藩
主
徳
川
宗
睦
が
八
王
子
社
（
牛
尾
宮
）・
三
宮
を
上
葺
修
復

三
重
の
塔
を
上
葺

宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）

聖
真
子
社
（
宇
佐
宮
）
を
上
葺

明
和
二
年
（
一
七
六
五
）

大
宮
を
上
葺
修
復

明
和
三
年
（
一
七
六
六
）

客
人
宮
を
補
葺

安
永
三
年
（
一
七
七
四
）

大
宮
内
陣
を
修
復

天
明
八
年
（
一
七
八
八
）

八
王
子
社
（
牛
尾
宮
）
を
上
葺
修
復

寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）

十
禅
師
社
（
樹
下
宮
）・
客
人
宮
を
上
葺

寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）

三
宮
を
造
営
、
三
重
の
塔
を
上
葺
修
復

享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）

八
王
子
社
（
牛
尾
宮
）
を
上
葺
修
復

文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）

尾
張
藩
主
徳
川
宗
睦
が
二
宮
を
上
葺
修
復

文
政
五
年
（
一
八
二
二
）

山
王
社
一
千
年
祭
を
執
行

七
社
神
輿
の
修
復

山
王
社
大
石
燈
明
を
唐
崎
神
社
北
側
に
造
立

山
王
社
石
燈
明
一
対
を
境
内
に
建
立
（
大
坂
八
箇
屋
新
兵
衛
）

五
社
石
垣
懸
を
造
立

大
宮
裏
通
り
を
整
備

大
宮
本
殿
の
水
引
・
内
敷
・
御

を
新
調

大
宮
幕
を
制
作
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文
政
六
年
（
一
八
二
三
）

八
王
子
社
（
牛
尾
宮
）
を
上
葺
修
復

嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）

大
宮
を
上
葺
修
復

嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）

二
宮
を
上
葺
修
復

嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）

八
王
子
社
（
牛
尾
宮
）
を
上
葺

慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）

大
宮
を
葺
替
え

明
治
元
年
（
一
八
六
八
）

村
社
に
社
格
決
定

明
治
二
年
（
一
八
六
九
）

神
仏
分
離
令
に
よ
り
本
地
堂
及
び
社
僧
を
取
り
壊
し

仏
画
六
軸
を
横
蔵
寺
へ
売
却

明
治
四
年
（
一
八
七
一
）

大
宮
を
葺
替
え

明
治
五
年
（
一
八
七
二
）

祭
礼
式
を
改
定

例
大
祭
日
を
四
月
十
三
・
十
四
日
に
固
定

明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）

牛
尾
宮
を
葺
替
え

明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）

三
重
塔
修
復

明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）

古
社
寺
保
存
資
金
の
下
賜
を
受
け
る

明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）

二
宮
を
上
葺
修
復

明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）

大
宮
を
葺
替
え

明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）

帝
室
林
野
管
理
局
（
皇
室
）
所
有
の
山
林
三
筆
・
三
反
四
畝
十
二
歩
の
払
い
下

げ
を
受
け
る

明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）

二
宮
を
改
築

大
正
元
年
（
一
九
一
二
）

三
重
の
塔
を
葺
替
え

大
正
二
年
（
一
九
一
三
）

県
社
に
昇
格

「
縣
社
日
吉
神
社
」
の
石
柱
を
惣
門
東
に
建
立

県
社
昇
格
記
念
碑
が
建
て
ら
れ
る

石
鳥
居
を
庄
九
郎
川
南
に
建
立
（
完
成
大
正
三
年
）（
日
下
部
庄
吉
氏
寄
附
）

社
殿
・
三
重
の
塔
・
御
手
洗
に
玉
垣
を
造
営

三
猿
像
が
高
垣
に
造
ら
れ
る

帝
室
林
野
管
理
局
払
い
下
げ
の
山
林
に
庭
園
が
造
ら
れ
る

大
正
三
年
（
一
九
一
四
）

三
重
の
塔
が
国
重
要
建
造
物
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
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木
造
地
蔵
菩
薩
坐
像
が
国
重
要
彫
刻
物
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る

木
造
十
一
面
観
音
坐
像
二
体
が
国
重
要
彫
刻
物
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る

石
造
狛
犬
一
対
が
国
重
要
彫
刻
物
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る

大
正
八
年
（
一
九
一
九
）

大
宮
縁
廻
り
高
欄
・
軒
廻
り
修
復

大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）

大
宮
を
葺
替
え

大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）

昭
和
天
皇
ご
成
婚
記
念
事
業
と
し
て
猿
舎
が
造
ら
れ
る
（
太
平
洋
戦
争
中
に
取

り
壊
さ
れ
る
）

大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）

二
宮
・
惣
門
を
朱
塗
り

昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）

百
八
灯
明
台
を
修
復

昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）

東
郷
元
帥
が
石
鳥
居
の
神
額
文
字
を
謹
書
（
神
額
は
日
下
部
庄
吉
氏
寄
附
）

昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）

三
重
の
塔
を
解
体
修
理

昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）

境
内
に
招
魂
社
を
創
建

昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）

大
宮
を
葺
替
え

昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）

大
宮
本
殿
附
棟
札
が
岐
阜
県
重
要
建
造
物
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る

昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）

大
宮
を
修
復
（
伊
勢
湾
台
風
被
災
）

昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
〇
）

社
務
所
を
建
替
え

昭
和
三
十
六
年
（
一
九
六
一
）

神
輿
及
び
百
八
灯
明
台
が
岐
阜
県
重
要
民
俗
資
料
に
指
定
さ
れ
る

昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）

三
重
の
塔
屋
根
を
補
修

昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）

創
建
千
百
五
拾
年
年
祭
・
明
治
百
年
祭
執
行

・
社
務
所
前
国
旗
掲
揚
塔
設
置

・
参
道
石
燈
籠
建
立

昭
和
五
十
三
年
（
一
九
七
八
）

神
戸
山
王
ま
つ
り
が
岐
阜
県
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る

昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
〇
）

横
町
区
・
樹
下
宮
神
輿
修
復
（
大
神
輿
・
中
神
輿
・
神
輿
道
具
他
）

総
修
理
費

九
百
九
十
九
万
七
千
六
百
六
十
二
円

昭
和
六
十
一
年
（
一
九
八
六
）

大
宮
本
殿
解
体
修
理

昭
和
六
十
三
年
（
一
九
八
八
）

ぎ
ふ
中
部
未
来
博
覧
会
に
大
神
輿
展
示
。

平
成
元
年
（
一
九
八
九
）

客
人
宮
神
輿
修
復

総
修
理
額

一
千
四
百
万
円

平
成
二
年
（
一
九
九
〇
）

神
輿
殿
を
改
修
し
て
幣
殿
を
増
設
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平
成
三
年
（
一
九
九
一
）

御
旅
所
を
建
替
え

十
一
面
観
世
音
菩
薩
像
・
地
蔵
菩
薩
像
を
滋
賀
県
立
琵
琶
湖
文
化
館
に
て
展
示

滋
賀
県
立
琵
琶
湖
文
化
館
開
館
三
十
周
年
記
念
特
別
展

日
吉
山
王
権
現

神
と
仏
の
美
術

平
成
五
年
（
一
九
九
三
）

樹
下
宮
・
客
人
宮
の
屋
根
を
葺
替
え

収
蔵
庫
を
修
理

平
成
五
〜
六
年
（
一
九
九
三
〜
一
九
九
四
）

三
重
の
塔
屋
根
を
葺
替
え

平
成
六
年
（
一
九
九
四
）

惣
門
を
嵩
上
げ
修
理

平
成
七
年
（
一
九
九
五
）

祭
礼
式
を
改
定

例
大
祭
日
を
五
月
三
・
四
日
に
変
更

舞
殿
・
神
饌
所
を
取
り
壊
し
授
与
所
・
神
饌
所
と
し
て
建
て
替
え

招
魂
社
を
修
復

火
祭
り
の
庭
・
石
舞
台
の
庭
を
修
景
事
業
と
し
て
整
備

平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）

二
宮
大
神
輿
修
復

第
一
期
事
業
（
茜
障
子
、
水
引

復
元
新
調
）

一
期
事
業
費

一
千
七
百
二
十
七
万
二
千
五
百
円

平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）

御
手
洗
を
改
築
・
旧
御
手
洗
を
移
設

平
成
十
六
年
（
二
〇
〇
四
）

二
宮
大
神
輿
修
復

第
二
期
事
業
（
大
神
輿
・
小
神
輿
本
体
修
復
）

二
期
事
業
費

一
千
九
百
六
十
八
万
五
千
円

平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）

二
宮
を
塗
替
え

各
社
殿
の
祭
神
・
ご
利
益
の
立
て
札
を
設
置

大
宮
大
神
輿
平
成
修
理
開
始
（
平
成
二
十
年
ま
で
）

総
修
理
額

二
千
九
百
三
十
二
万
一
千
円

平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）

神
輿
殿
傾
斜
防
止
の
鋼
製
支
柱
を
付
設

平
成
二
十
二
年
（
二
〇
一
〇
）

三
重
の
塔
を
修
復
（
落
雷
損
傷
）

平
成
二
十
二
〜
二
十
三
年

十
一
面
観
世
音
菩
薩
像
を
白
洲
正
子
生
誕
百
年
特
別
展
に
展
示

（
二
〇
一
〇
〜
二
〇
一
一
）

滋
賀
県
立
近
代
美
術
館

十
月
〜
十
一
月

愛
媛
県
美
術
館

一
月
〜
三
月

東
京
都
世
田
谷
美
術
館

三
月
〜
五
月
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平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）

牛
尾
宮
神
輿
修
復
（
大
神
輿
・
中
神
輿

漆
加
工
・
金
具
金
鍍
金
加
工
）

総
修
理
額

二
千
万
円

平
成
二
十
六
年
（
二
〇
一
四
）

惣
門
を
修
復

平
成
二
十
七
年
（
二
〇
一
五
）

幣
殿
・
拝
殿
（
神
輿
殿
）
を
建
替
え

境
内
に
監
視
カ
メ
ラ
設
置

日
吉
児
童
公
園
か
ら
の
入
口
に
鳥
居
（
東
門
）
建
立

平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）

井
田
か
ら
の
入
口
に
鳥
居
（
西
門
）
建
立

大
宮
本
殿
丹
塗
り
修
復

平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）

社
務
所
を
建
替
え

祓
戸
社
を
建
替
え

日
吉
神
社
御
鎮
座
千
二
百
年
祭
執
行
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